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東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び

に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た

め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
活
動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

平
成
二
九
年
度
の
助
成
事
業
は
、 

三
月
一
日
（
水
）
か
ら
募
集
を
開
始
し
、 

三
月
一
七
日
（
金
）
に
締
め
切
り
ま
す
。 

 

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

   

  

 
 

   

 

助

成

対

象

事

業 
 

① 
学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独

自
性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

〈 

参
考
事
例 

〉 

✤
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業
等

に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

✤
右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成
し

た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

✤
外
国
人
子
女
へ
の
日
本
語
等
指
導
事 

業 ✤
姉
妹
校
交
流
（
他
文
化
交
流
・
共
生
）

事
業 

   

 

    

✤
伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
、
学 

習
、
発
表
事
業 

✤
校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材
の

購
入
・
貸
与
事
業 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業
（
例
…

吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン
サ
ー

ト
） 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会
等

へ
の
参
加
事
業 

✤
学
校
周
年
記
念
事
業
（
一
〇
周
年
を
単

位
と
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

            

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

   

    

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助 

成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区

五
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業 

  

助
成
対
象
団
体  

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼

稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団

体 
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「学校教育事業助成説明会」風景  

「社会教育・生涯学習事業助成説明会」風景  

だ
よ
り 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 



 
 （２） 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体 

           

 
 

助
成
限
度
額  

 

平
成
二
九
年
度
の
運
用
収
益
が
平
成
二 

八
年
度
比
で
約
六
四
〇
万
円
の
減
と
な
る 

の
で
、
平
成
二
九
年
度
助
成
事
業
に
係
る 

予
算
額
は
、
平
成
二
八
年
度
予
算
額
か
ら

概
ね
三
割
を
減
じ
た
額
の
範
囲
で
計
上
せ

ざ
る
を
得
な
い
。 

 

し
た
が
っ
て
、
平
成
二
九
年
度
助
成
額

は
、
平
成
二
八
年
度
助
成
額
か
ら
概
ね
三 

割
を
減
じ
た
額
と
な
る
が
、
事
業
毎
の
助 

成
限
度
額
は
、
端
数
整
理
等
も
あ
り
、
個
々

に
定
め
る
。 

   

    

平
成
二
八
年
度
に
助
成
し
た
事
業

で
、
既
に
実
施
報
告
書
の
提
出
の
あ
っ 

た
も
の
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

◇ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
子
ど
も
科
学
出
前
教
室
」 

               

  

 

大
阪
市
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連

絡
協
議
会
で
は
、
玉
造
小
と
中
大
江
小

の
低
学
年
を
対
象
に
出
前
教
室
「
子
ど

も
科
学
教
室
」
を
開
催
し
、
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
の
基
礎
的
な
科
学
を
教
え
る
こ
と

で
、
科
学
に
対
す
る
興
味
を
高
め
、
科

学
好
き
の
人
材
の
養
成
を
図
っ
た
。 

 

（
助
成
額
八
万
円
） 

◇ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
せ
ん
ば
鎮
守
の
杜 

 

音
楽
祭
・
芸
術
祭
」 

 

昨
年
一
〇
周
年
を
迎
え
、
今
や
す
っ

か
り
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「 

せ
ん
ば
鎮
守
の
杜
音
楽
祭
・
芸
術
祭
」

が
坐
摩
（
い
か
す
り
）
神
社
の
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
一
〇
月
八
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
。 

 

昼
の
部
の
「
音
楽
祭
」
で
は
、
地
元

の
一
四
の
音
楽
団
体
や
文
化
団
体
に
よ

る
合
唱[

写
真
＝
右]

、
器
楽
演
奏
、
舞

踊
、
詩
吟
な
ど
、
芸
術
の
香
り
高
い
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

夜
の
部
の
「
芸
術
祭
」
で
は
、
グ
リ

ム
童
話
の
名
作
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」
の
日
本
語
オ
ペ
ラ[

写
真
＝
左]

が
プ
ロ
声
楽
家
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
。  

  

助
成
額 

音
楽
祭
二
〇
万
円 

芸
術
祭
一
〇
万
円 

 

「ドライアイス科学授業」風景  

【
助
成
事
例
の
紹
介
】 

「地域文化・まちづくり事業助成説明会」風景  



   
 

（３）  

◇ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
船
場
ま
つ
り
「
講
演
と
講
談
の
会
」 

 

先
の
「
せ
ん
ば
鎮
守
の
杜
音
楽
祭
・
芸 

術
祭
」
と
同
様
、
設
立
一
一
周
年
を
迎
え

た
淀
屋
研
究
会
で
は
、
船
場
ま
つ
り
の
一

環
と
し
て
一
〇
月
八
日
綿
業
会
館
で
「
講

演
と
講
談
の
会
」
を
開
催
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

「
淀
屋
」
の
文
化
人
と
し
て
の
一
面
が
紹
介

さ
れ
た
。 

 

 
 

            
 

ま
た
、
講
談
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
に
因
ん
で
、「『
大
坂
の
陣
』 

真
田
幸
村
の
戦
い
」
が
語
ら
れ
た
。 

    

  

            
 

な
お
、
設
立
一
一
周
年
を
迎
え
た
淀

屋
研
究
会
で
は
、
元
大
阪
市
長
關
淳
一
氏

（
現
日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
会
理
事
長
）
を
顧
問

に
迎
え
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

◇ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
北
大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

一
〇
月
九
日
（
日
）
か
ら
の
一
週
間

を
「
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
し
、

地
域
に
集
ま
る
楽
器
工
房
等
に
働
き
か 

け
て
、
連
日
、
各
種
音
楽
イ
ベ
ン
ト
等 

を
催
す
と
と
も
に
、
最
終
日
の
一
五
日 

（
土
）
に
は
、
北
大
江
公
園
で
周
辺
事
業 

所
が
主
催
す
る
野
外
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー 

  

ト
を
リ
レ
ー
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、 

地
域
一
帯
の
文
化
交
流
の
輪
を
広
げ
、 

都
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
寄
与 

し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

    

   

◇ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
た
ま
つ
く
り
盆
踊
り
大
会
」 

玉
造
地
域
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
毎 

年
八
月
の
第
一
土
曜
と
日
曜
の
二
日
間
、

玉
造
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
盆
踊
り
大 

会
を
開
催
し
て
い
る
。 

 
 

           

 

今
年
八
月
六
日
の
初
日
は
、
河
内
音 

頭
専
門
家
の
出
演
に
よ
り
女
性
会
の
リ 

ー
ド
で
踊
り
を
盛
り
上
げ
、
七
日
の
二 

日
目
は
楽
し
い
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
間
の 

交
流
が
深
ま
り
、
地
域
住
民
の
親
睦
と 

融
和
が
図
ら
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

が
活
性
化
さ
れ
た
。 

 
 

（
助
成
金
二
〇
万
円
） 

               

 

「講演」風景 

「講談」風景 

「野外ライブコンサート」風景 「楽器工房等によるイベント」風景 



                             

  （４） 

 

       

俳
優
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
わ
か
ぎ
ゑ

ふ
氏
は
、「
大
阪
の
男
は
中
年
に
な
る
と

『
男
の
お
ば
ち
ゃ
ん
』
に
な
る
と
い
い
、

そ
れ
は「
大
阪
弁
の
副
作
用
の
一
つ
」で
、

「
な
ん
で
も
口
に
す
る
文
化
が
そ
れ
を
培

っ
て
い
る
」
と
分
析
す
る
。 

 

確
か
に
、
開
放
性
（
知
ら
な
い
他
人
で

も
気
楽
に
声
を
か
け
る
）・
合
理
性
（
建

前
を
嫌
っ
て
本
音
を
語
る
）・
敏
捷
性（
停

滞
・
沈
黙
を
嫌
い
素
早
く
饒
舌
に
喋
る
）

の
三
つ
の
特
徴
を
持
つ
大
阪
弁
で
、
長
年

も
の
を
考
え
、
自
己
表
現
し
、
人
と
接
触

し
続
け
て
い
る
と
、
男
も
中
年
に
な
る
と

オ
バ
ハ
ン
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

筆
者
は
、
自
分
の
こ
と
を
完
全
に
オ
バ

ハ
ン
化
し
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
る
が
、

逆
に
、
大
阪
の
女
性
も
中
年
に
な
る
と

『
女
の
オ
ッ
サ
ン
』
に
な
り
が
ち
だ
が
、

そ
れ
が
何
故
な
の
か
は
よ
く
分
ら
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
阪
人
は
、
こ
の
大
阪
弁

の
副
作
用
を
言
い
訳
・
弁
解
に
も
利
用
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
抽
象
度
の
高
い
こ
と
を
語
り
合
う
シ
ン 

               

   

 ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
は
、
関
西
弁
を
使
わ
な

い
で
ほ
し
い
。
そ
の
場
の
知
的
な
空
気
が

乱
さ
れ
る
。
卑
俗
な
言
葉
で
場
の
気
分
を

混
乱
さ
せ
る
手
段
と
し
て
使
う
に
い
た

っ
て
は
論
外
。
つ
つ
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

の
た
ま
う
輩
が
い
る
。 

「
な
あ
、
ぼ
ち
ぼ
ち
、
ホ
ン
マ
の
こ
と
言

い
な
」 

「
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
、
そ
ん
な
ん
嘘
や
」 

な
ど
と
や
ら
れ
る
と
、
高
尚
な
こ
と
を
語

り
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
途
端
に
勘

が
狂
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。 

そ
こ
で
、「
論
理
的
な
喋
り
方
は
よ
う

せ
ん
し
、
抽
象
的
な
こ
と
な
ん
か
よ
う
考

え
ん
」
の
は
、
大
阪
弁
で
育
っ
た
か
ら
と

言
い
訳
し
、
大
阪
弁
の
副
作
用
で
頭
が
悪

い
か
ら
だ
と
弁
解
す
る
の
で
あ
る
。 

 

大
阪
人
が
、
ド
イ
ツ
語
で
「
音
の
絵
」

（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
と
訳
さ
れ
る
擬
声
語
・

擬
態
語
を
よ
く
使
う
の
も
、「
大
阪
弁
の

副
作
用
」
で
あ
る
。 

 

大
阪
人
は
、
リ
ズ
ム
よ
く
喋
る
た
め

に
、
繰
り
返
す
こ
と
ば
を
好
む
傾
向
が
あ

り
、
ぼ
ち
ぼ
ち
・
わ
け
わ
け
・
ち
ゃ
う
ち

ゃ
う
・
あ
か
ん
あ
か
ん
な
ど
を
よ
く
使
う

の
で
あ
る
。 

と
り
わ
け
、
自
分
の
は
や
る
感
情
に 

こ
と
ば
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
と
擬
声

語
・
擬
態
語
を
よ
く
使
う
。 

                

   

 

  

『
ガ
ー
ッ
と
い
っ
て
、
ダ
ー
ッ
と
や
っ 

て
、
バ
ア
ー
ッ
と
い
っ
た
れ
』 

「
ガ
ー
ッ
」
は
行
為
、「
ダ
ー
ッ
」
は
そ 

の
時
間
、「
バ
ア
ー
ッ
」
は
そ
の
結
果
。 

大
阪
人
同
士
は
こ
と
ば
の
強
弱
や
響 

き
で
そ
の
意
味
が
通
じ
合
う
。 

大
阪
人
が
小
さ
い
「
っ
」
を
多
用
す 

る
の
も
、
大
阪
弁
の
副
作
用
で
あ
る
。 

 
 

自
分
の
興
奮
が
相
手
に
伝
わ
ら
な
い 

と
「
っ
」
を
登
場
さ
せ
、
「
め
っ
ち
ゃ 

 

ー
ー
」
と
な
る
。
こ
れ
で
も
反
応
が 

鈍
い
と
「
っ
」
が
増
え
て
「
め
っ
っ
っ 

ち
ゃ
ー
ー
」
と
な
る
。
こ
れ
で
も
反
応 

が
な
い
と
今
度
は
音
量
を
上
げ
て
「
め 

っ
っ
っ
ち
ゃ
ー
ー
」
と
再
び
ト
ラ
イ
す 

る
。
当
然
「
っ
」
の
間
は
無
音
で
あ
る 

 

が
、
前
後
の
音
が
大
き
い
の
で
「
っ
」 

が
際
立
っ
て
、
驚
き
を
伝
え
て
や
ろ
う 

と
い
う
執
念
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

大
阪
府
は
か
つ
て
の
摂
津
・
河
内
・ 

 

和
泉
と
い
う
地
域
か
ら
な
り
、
い
ず 

れ
も
水
に
因
む
地
名
で
あ
る
。
摂
津
は 

津
（
港
）
を
お
さ
め
る
の
意
味
で
あ
り
、 

 
河
内
は
都
の
あ
っ
た
大
和
か
ら
見
て 

淀
川
の
内
側
を
あ
ら
わ
し
、
和
泉
は
当 

 

地
か
ら
湧
き
だ
し
た
清
泉
に
由
来
す 

る
。
そ
し
て
、
自
治
都
市
と
し
て
栄
え 

た
堺
は
摂
津
と
河
内
の
境
に
あ
り
、
大 

 

坂
（
三
郷
）
は
摂
津
國
に
属
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
         

大
き
い
「
つ
」
を
漢
字
で
「
津
」
と 

書
く
と
「
港
」
の
意
味
が
あ
り
、
昔
、 

大
阪
に
は
「
難
波
津
」
「
住
吉
津
」 

「
渡
辺
津
」
と
呼
ば
れ
た
港
が
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
津
＝
港
は
人
・
物
の
交
流
の 

中
心
と
な
り
、
難
波
（
大
坂
）
の
地
に 

繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
だ
か
ら
、
今
で 

も
地
名
に
残
り
、
大
阪
市
民
に
親
し
ま 

れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
大
き
い
「
つ
」
の
ま 

ち
の
住
人
で
あ
っ
た
大
阪
人
は
、
今
で 

は
「
で
か
っ
」
「
や
ば
っ
」
「
さ
ぶ
っ
」 

 

と
小
さ
い
「
っ
」
で
感
情
の
交
信
に
つ 

と
め
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

（
槇 

野 

勝
・
記
） 

                      

 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

― 
大
阪
弁
の
副
作
用 

― 
大
阪
弁
面
白
考

お
お
さ
か
べ
ん
お
も
ろ
こ
う 


